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異径の泥土圧シールド同士の
正面地中接合について

東京土木施工管理技士会
株式会社フジタ
　　所　　　長　芳崎　貴彦
　　監理技術者　余宮　正一

第14回土木施工管理技術論文紹介（優秀論文）

１．はじめに
　合流式下水道では、雨天時に雨水と汚水
が混合した下水の一部が河川等に放流され
る。それによって、放流先の周辺環境に大
きな影響を与えることになる。今回の合流
式下水道改善事業は、河川の水質汚濁防止
を図るため、未処理下水を一時貯留するこ
とを目的としている管渠新設工事である。

【工事概要】
⑴　工 事 名：大手筋幹線（その１）公共

下水道工事
⑵　発 注 者：京都市上下水道局
⑶　請 負 者：フジタ・岡野共同企業体
⑷　工事場所：京都市伏見区下鳥羽六反長

町他地内
⑸　工　　期：平成18年11月10日～
　　　　　　　平成22年 ３月31日
　当工区である『大手筋幹線』と『大手筋
南幹線』は同時期の工事であり、２つの管
渠は地中で接続し、連続した下水道幹線と
なる。今回は、これら２つのシールドの地
中接合方法について述べる。

２．課題と問題点
　当初は、図－２に示すように大手筋幹
線（内径φ3,000mm）に大手筋南幹線（内
径φ1,800mm）が側面から接続する計画で
あった。
　しかし、大きな問題点が２つあった。

⑴　現地での道路上作業が困難である。
　シールド到達部および接続部において補
助工法として地盤改良が必要となる。しか
し、到達部は商店街に近接しており、また
地中接合部は交通量が多い交差点内であ
る。よって、地盤改良を行うための工事用
地の確保が困難である。
⑵　二次覆工着手が遅れる可能性が高い。
　大手筋幹線（今後はＯ幹線）一次覆工到
達→大手筋南幹線（今後はＭ幹線）接続→

図－１　路線平面図

図－２　接続平面図（当初）
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Ｏ幹線二次覆工開始の手順である。しか
し、図－３に示すように、Ｍ幹線地中接合
時にＯ幹線の坑内断面を使用しなければな
らないため、地中接合が完了するまでは、
Ｏ幹線の二次覆工に着手できず、工程が大
幅に遅延する可能性が高い。
　これらの問題から、図－２に示す計画で
は施工が困難であるため、他の接続方法を
検討した。

の側面にＭ幹線が接続する工法であったも
のを、Ｏ幹線とＭ幹線が正対して接続する
ように変更した。この方法により到達位置
と接続位置が同じくなり、Ｍ幹線の進捗に
影響されずに、Ｏ幹線の一次覆工および二
次覆工を施工することができる。
⑵　地中接合の計画フロー
　Ｏ幹線のシールド（φ3,680mm）とＭ幹
線のシールド（φ2,480mm）は径が異な
る。シールド同士を正対して地中接合する
場合は同径のシールドで接続するのが一般

図－３　地中接合参考断面図

図－４　地中接合位置平面図（変更）

図－５　到達・シールド解体フロー

３．対応策と適用結果
　対策工法検討に際しては、以下の２つの
ポイントを重視した。
①�到達および接続の補助工法を施工できる

施工環境にあること。（施工ヤード・プ
ラント用地等）

②�Ｍ幹線のシールド進捗に左右されずに、
一次覆工および二次覆工を施工できるこ
と。

⑴　対策工法選定への経緯
　当工事のシールド到達および接続におい
ては、補助工法として地盤改良を施工しな
ければならない。しかし当初計画位置で
は、プラント用地を確保できないことに加
え、交差点内での地盤改良工事も困難な状
況であった。そこで図－４に示すように交
差点付近でのシールド接続を回避するとと
もに、公道以外に地盤改良プラントを設置
できる位置でシールドを接続するように変
更した。
　また接続方法についても、当初はＯ幹線
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的であり、異径シールド同士での地中接合
はきわめて珍しいケースである。
　しかし今回はシールド径が異なるという
特徴を利用し、大きな径であるＯ幹線の
シールドに到達立坑の役割を持たせ、そこ
にＭ幹線が貫通して到達するイメージで一
連の施工フローを検討した。
　その結果、Ｏ幹線のシールド機解体後に
機内をセメント系材料で一旦充填し、その
中にＭ幹線のシールドを到達させる方法を
採用した。
　一連のフローを図－５に示す。
⑶　施工報告
　Ｏ幹線正面でシールドを接合させるた
め、シールドのカッターヘッドを撤去する
必要がある。カッターヘッド撤去に際して
は、直接地山に接する作業となるため、安
全性確保のためにも切羽の自立と止水性の
確保が最も重要である。今回は、信頼性の
高い高圧噴射攪拌工法により地盤改良を実
施した（図－６参照）。また、シールド後
方からの地下水流入を防止するため、シー
ルド機内からの補足注入も実施した。状況
を写真－１に示す。
　また切羽の安定性確保や解体作業の安全
性を考慮し、カッターヘッド部は下部と上
部の２分割施工とし、その都度セメント系
の材料で充填した（写真－２～４）。
　カッターヘッド下部の撤去を終えた後、
直ちに充填作業を行った。こうすることに

写真－１　機内注入状況

図－６　到達部地盤改良平面図

写真－２　切羽改良体全景

写真－３　下部充填・上部解体後

写真－４　機内充填完了（フロー④）
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より改良体の開放面積を少なくできるとと
もに、上部撤去時の足場としても利用する
ことができる。引き続き、カッターヘッド
上部の撤去および充填を行った。これらの
対策により地下水の流出もなく、一連の作
業を安全にスムーズに進めることができ
た。
　なお、Ｏ幹線の二次覆工を開始する時点
では、スチールフォームのセットのために
シールド機側に３ｍ程度のスペースが必要
となるため、図－５に示すように④⑤と⑦
の二段階で機内充填を行った。
　二次覆工開始後の機内充填実施により、
Ｍ幹線の受入れ準備が完了した（写真－
５）。

４．おわりに
　シールドにおいて管渠断面が変化する場
合は、立坑を造り、別々のシールドで発進
や到達させるのが一般的である。異型シー
ルド同士を正対させて地中接合する工法は
きわめて珍しいケースである。
　しかし今回の大手筋幹線事業において、
正対したシールド機をラップさせて接続す
るという新しい地中接合フローを確立する
ことができた。
　この地中接合フローによりシールドの断
面が変化する場合でも立坑を造ることなく
安全に接続することができることから、将
来的にも同様のケースにおいて、有効な参
考事例になると考える。

写真－６　シールド接続完了

写真－５　機内充填完了（フロー⑧）

写真－７　管渠完成（大手筋幹線側から撮影）図－７　到達・二次覆工完了フロー

　その後のＭ幹線到達までの一連のフロー
を図－７に、フロー⑪完了を写真－６に示
す。


